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集剤の凝集効果よりも高く、静置 5 分後における濁度除去率は 99.93 ％（CaCl2; 100 ppm、凝集剤; 5 
ppm）であった。ここで、凝集効果の定量は処理液の吸光度で行い、濁度除去率は未処理の懸濁液の
吸光度に対する処理液の吸光度の減少率の百分率である。一方で、それぞれの試験濃度範囲内におけ










1000 ppm、凝集剤; 10 ppm）、95.08 ％（CaCl2; 1000 ppm、凝集剤; 1 ppm）であり、これらは凝集効果
の発揮に多量の CaCl2 を必要とし、かつその凝集効果も試験濃度範囲内において PKP より劣っていた。 
PKP を元素分析、電気伝導度滴定、FTIR、SEC、NMR によって構造解析した結果、PKP はリジン
処理時のリジン量に従ってメチル化度が減少したペクチンとリジン塩酸塩を主体とする混合物である
ことがわかった。これらは 1H-NMR 測定及び 13C-NMR 測定によってメチル化度の減少が確認された
こと、Diffusion NMR 測定によってリフォーカスされた拡散の遅い高分子のリジン由来のピークが完
全に消失し、リジン由来のピークの減少から計算した拡散係数が非常に高かったこと、PKP 及び PmPK
中のリジン由来のピークの化学シフト値はリジン塩酸塩のものとほぼ同値であったことから判断され
た。また、SEC によってカチオン性側鎖が導入されていないことが確認された。以上の結果から、PKP
の凝集性能の向上は、メチル化度減少による多価カチオンとの結合力の増大とリジン塩酸塩による懸
濁粒子の荷電中和作用及び凝集剤中のペクチン分子の分散力向上によると結論付けられた。 
 
 
